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研究成果の概要（和文）：本研究は、将来構想として掲げる「多世代交流学校」の基礎的研究としてとらえてい
る。、国内外の学校園等で実施されているシニアスクールや聴講生制度、ボランティア活動等に焦点づけ、実践
報告を行ってきた。それらの取り組みでは、高齢者自身が教養として学ぶ内容が用意されつつ、児童・生徒との
かかわりがプログラムとして位置づけられていた。また教科内容に直接関係する内容のものだけでなく、様々な
試みがなされていた。

研究成果の概要（英文）：This research sees as a fundamental research of "multigeneration exchange 
school" as a concept in the future. , Focusing on senior schools and auditing systems, volunteer 
activities, etc. that are being held at schools and other schools in Japan and abroad, and have made
 practical reports. In those efforts, while the elderly themselves prepared contents to be learned 
as liberal arts, the relationship with children and students was positioned as a program. Also, 
various attempts were made in addition to those directly related to subject content.
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 第２期教育振興計画（2013）をはじめ「超
高齢社会における生涯学習」や「家庭教育支
援の推進」等に関連する報告書が示すように
「世代間交流の促進」がますます重要視され、
実践もなされてきている。そうした動きは、
我国の生涯学習と世代間交流：中教審第二次
答申（1997）の「高齢社会に対応する教育の
在り方」や「少子化と教育について」（2000）
等が契機になっている。 
 実践に目を向ければ、例えば、愛知県扶桑
町では、全国初となる小中学校での「聴講生
制度」（2002）が誕生し、世代間交流も行わ
れている。福岡県では、筑紫郡那珂川町や糟
屋郡須恵町でもその例が見られる。また、福
岡県古賀市高齢者生きがい支援センター（え
んがわくらぶ）でも近隣の小学校との交流が
行われている。岡山市では、2002年から文
部科学省の指定研究を受けて以来、従来の学
校内にシニアスクールが設置され、札幌市清
田区や京都府精華町、鳥取県西伯郡伯耆町で
もシニアスクールが導入され、その一部に世
代間交流が見られる。最近においても、第２
期教育振興計画等に掲げる「世代間交流の促
進」は、これまでの取り組みとともに新たな
イベントや活動等も行われつつある。しかし、
それらの報告には、扱われる内容の吟味や当
事者の学び、当事者間で共有された知識等に
関する検討が十分なされていないのが現状
である。 
 国内外の学校にかかわる世代間交流研
究：学校にかかわる世代間交流の調査研究で
は、例えば、Kaplan(2001) が学校ベースの
世代間交流活動のためのキーとなる要素を
明らかにしているほか、スウェーデンの義務
教育におけるプロジェクト報告等も見られ
る。最近では申請者らのアメリカ・ハワイ州
での学校に関する報告や Intergenerational 
school（アメリカ：オハイオ州）の特徴をと
らえ支援の在り方を論じる研究が示されて
いる。しかし、日本で Intergenerational 
schoolとしての特徴や活動プログラムの検
討などは見当たらない。また具体的活動につ
いても、教科的な内容に対する高齢者と子ど
もの学びやその過程の議論は十分に行われ
ておらず、今後の課題として受け止められる。 
 学校における世代間交流の課題について
は様々考えられるが、角間・草野（2012）の
「交流の対象を理解する学習を前提として
プログラムが作成されるべき」、「支援される
側の位置づけから活動の担い手として、さら
に協働するメンバーとして参画するプログ
ラムが推進されること」と指摘している点に
今後の展望が見出される。 
 世代間交流の特徴としての「互恵性」と心
理学成果の援用：世代間交流で重要視されて

いる「互恵性（reciprocity）」は、Newman
（1997）が「サポートを与えると同時に与
えてもいく中で互いに良い影響を及ぼし
合う相互関係」と定義付け、世代間交流で
は、青少年と高齢者が互いに学び合い、助
け合う双方向的な関係性を構築していく
過程において両世代に互恵性（reciprocal）
が生じるとの見解を示している。しかしな
がら、交流活動の類型等をベースにした
「互恵性」の検討や、「互恵性」に基づく
交流プログラムの開発には未着手であり、
研究の余地を残しているととらえている。 
 
２．研究の目的 
 本研究は、「互恵性に基づく教科準拠型
多世代交流プログラム」の基礎的研究とし
て、国内外の学校園等で実施されているシ
ニアスクールや聴講生制度、ボランティア
活動等の成果と課題をベースに実践検討
することを目的とする。 
 
３．研究の方法 
 具体的な資料収集と分析においては、⑴
国内で取り組まれている小・中学校におけ
る「聴講生制度」の視察および関係者への
意識調査 ⑵国内で取り組まれている
小・中学校におけるシニアスクールの視察
および関係者への意識調査、⑶国外で取り
組まれている世代間交流型の学校視察、⑷
国内で取り組まれている世代間交流事業
の事例分析 を対象とした。 
 
４．研究成果 
 ⑴ 聴講生制度に関して 
① 愛知県丹波郡扶桑町・・・本町の聴講
生制度は、生涯学習の場として、小中学校
で行われている授業、行事等の教育活動の
場を広く町民に開き、町民と児童生徒の共
生と協力、競争の中により質の高い教育の
展開を期待して 2002 年より取り組まれて
いる。聴講生の 12 年間の参加状況から中
学校の内容の学び直しに関心が高いこと
がわかった。同教育委員会も、制度導入の
長所として、地域の学校理解、地域の安全
強化、授業の質の向上、聴講生：生徒のよ
き相談者、聴講生の生きがいの場・ふれあ
いの場の点を挙げている。また聴講生の感
想（ホームページ記載）の分析からも学ぶ
楽しさや喜び、生徒とのふれあい体験や教
員の指導の丁寧さに感心・感動が見られる
肯定的評価がなされていた。 
② 福岡県糟屋郡郡須恵町・・・本町聴講 
生制度は、2005 年より中学校で取り組ま
れている。「生涯学習・リカレント教育の
場」の一つと位置付け、学社融合、校区コ
ミュニティづくりに資する等とされた。 
 生徒への質問調査の結果、聴講生受け入
れに関して肯定的であった。また聴講生の
インタビュー調査からも学び直しができ



るよい機会であるととらえるとともに、生徒
には学習面のみならず心の成長や生き方へ
の好影響をもたらすとしている。聴講生の受
講科目担当教員は、「聴講生の参加により緊
張感を感じるが、授業を乱されることはない」
と考え、むしろ聴講生から学ぶことが多くあ
るととらえていた。生徒、聴講生、教員間に
互恵的関係がうかがわれる。生徒の個人情報
の漏洩に関しては、学校側はあまり心配して
いないと受け止めており、聴講生への信頼度
の高さが読み取れた。 
 課題として聴講生の人数が挙げられるが、
同町が高齢者に実施した調査結果から、趣味
内容も取り入れた聴講生のプログラム作成
や聴講生との部分的交流も認めていくプロ
グラムの工夫が考えられる。 
③ 高知県土佐郡土佐町・・・「地域全体で 
学校教育を支援するとともに、学校を拠点と
した生涯学習を推進する」土佐町学校応援団
では、学校応援団、放課後子ども教室ととも
に聴講生制度となる「生涯楽習学校」が設置
されていた。学校応援団の登録者が対象とな
るこの聴講生制度は、学校支援のボランティ
ア活動や放課後子ども教室で支援したりす
る活動の傍で、登録者がこの制度を利用し、
学び直すといった生涯学習の機会保障につ
ながっている。この点は、他地域の聴講生制
度とは異なり、聴講生制度が独立してあるの
ではなく、授業ボランティアや放課後子ども
教室での支援など子どもとの多くの関わり
を前提として設けられた制度と言える。 
 小・中学生約 140 名への質問紙調査から、
以下の点が明らかになった。 
 子どもが高齢者を教える意識については、
小学生では低かったが、中学生は逆に高かっ
た。その要因として中学生にとって一緒に学
ぶという形態から高齢者とフラットな関係
が成立していたため高齢者の交流活動に対
する想いを理解できたり、何をどのように教
えてあげれば良いかが見えたりしたと受け
止められる。また、高齢者に教えてもらいた
い内容として歴史（一般、地域）や昔の遊び
などであった。それらは、同時に高齢者と一
緒に学びたい内容としても見いだすことが
できた。高齢者に教えてあげたい内容では、
現代の社会や遊びに続き、電子機器等が特徴
的であった。これらから、各時代の文化を携
えて参加できる用意があれば、双方向に有意
義な学びが展開されると予想される。また知
識・技能の高度化から趣味的なものまで多様
なニーズに対応する可能性があれば、聴講生
制度の需要も高くなると考えられる。 
 
 ⑵ シニアスクールに関して 
① 岡山市岡輝学区・・・シニアスクールは、 
聴講生制度とは異なり、小学校や中学校の教
室等を利用しながら、独自のカリキュラムを
展開し、受講者（以下シニア生）のニーズを
参考にした専門的な講師に高齢者が学ぶス
タイルである。「教育改革国民会議提案」

（2000）や「21 世紀教育新生プラン（レ
インボープラン）」（2001）において、コミ
ュニティスクール（保護者や地域住民が運
営に参画する新しいタイプの公立学校）の
可能性や課題を調査する流れの中で、この
学区のシニアスクールは生まれた。 
 ここでの定義は、「60歳以上の高齢者が
地域の小中学校の施設を利用して中学校
程度の一般科目を再履修するところ」をシ
ニアスクールとし、その目的を「地域の中
で、世代の壁を越えた『心の交流』や『連
携』を進めるために共感しあうことによっ
て生まれる新しい人と人とのつながりを
探る。また『おじいちゃん・おばあちゃん
の知恵』の積極的な活用によって、実践的
ユニークな問題解決の方法に取り組む。結
果として、小中学校の教育活動及び幼稚園、
保育園の保育を支援する人材が要請され
ることを期待する。」としている。 
 このシニアスクールは、3 つの教室（以
下、中、小 A、小 B）で成り立ち、それぞ
れが特徴をもっている。岡輝中学校では、
月、水、金（3 日／週）であり、清輝小学
校は、火、金（2 日／週）、岡南小学校は、
週に 1日（金曜日）となっている。どの教
室も 1日 5時間（1時間目から 4時間目ま
でが午前中、午後からは 5時間目）の時間
割が組まれている。基本的には、入学して
から 3月末までの１年間が通学期間となり、
最終日は修了証書授与式が執り行われる。
ただし、終了した翌年であっても同校に申
し込むことができる。受講科目は、国語、
社会、数学、理科、英語、音楽、家庭科、
美術、体育の 9科目である。教科外に関し
ては、岡輝教室と清輝教室に見られるよう
に、運動会・体育科や文化発表会、音楽・
学習発表会などに参加していることがわ
かる。岡輝教室では、クラスごとに合同給
食が行われたり、１年生とのふれあい講座
が実施されたりしている。清輝教室では、
各学年に交流が進められており、生活科に
関係する昔遊びやおもちゃ作り、家庭科の
内容や総合的な学習の時間・社会科に関係
するミシンの使用や戦争の話が扱われて
いた。特に 1年生への関わり時間が多く持
たれていた。岡南教室も学年ごとの交流が
進められており、昔遊び・昔の道具（社会
科や総合的な学習の時間）、ボタンつけ（家
庭科）などが扱われている。どの教室も幼
稚園や保育園との交流が行われていた。 
 シニア生は、一年間シニアスクールに通
い続け、修了したとしても、その多くは継
続して受講する実態がある。そのため、次
年度も全く同じ内容を繰り返していくの
では、受講生にとっても十分な刺激となら
ないと講師側もとらえ、内容編成にその工
夫が見られる。また、質問紙調査の結果は、
次のとおりである。「子どもとのかかわり
（教える）」点については、教える「楽し



さ」は、どの教室の聴講生も肯定的であった
が、「教えたい」項目では、その平均値から
シニア教室小 A、小 Bがあまり肯定的でない
といえる。「自信」では、その分析結果から、
シニア教室（中）とシニア教室小 A、小 Bに
有意な差が見られた。シニア生（小 A、小 B）
の方が否定的な受け止めだったと解釈でき
る。児童生徒の「理解」項目は、いずれも平
均値が低く、教室問わず、否定的であったこ
とがわかった。「ともに学ぶ工夫」は、本制
度をより多く取り入れることや学校併設、近
隣設置などとともにイベント・行事参加も支
持が得らえている。専用バス導入に関しては、
それほど積極的とは言えないと受け止めら
れる。「自宅の近くにもっとあればいいと思
います。（69 歳女性）」「教科：社会情勢、現
在の世界、日本など幅広く教えてほしい。（79
歳女性）」「放課後、子供たちと部活動をやり
たい。（66 歳女性）」「調べて、教えることは
大変難しい。（71歳女性）」等の感想もあった。 
② 北海道札幌市清田区（札幌市立三里塚 
小学校内設置）・・・本シニアスクールは、
2006 年 8 月より制度化され、小学校の空き
教室を利用した講座制の学校である。満 60
歳以上の清田区民を対象に、20名を定員とし
ている。5月下旬〜12月下旬の毎週水曜日に
2 講座ずつ実施される（全 50講座）。2期制
が導入され、授業時間帯は、午前中（8時 30
分〜12時）となっている。活動内容は、スク
ールとして独自の講座が行われる一方で、全
時間の半分程度に、小学生との世代間交流活
動が設定されている。三里塚小学校の授業や
学校行事などにも参加し、児童とのかかわり
が用意されている。近隣の施設や工場等の見
学など日帰りの研修旅行も実施されている。 
 受講生、児童、教師に質問紙調査を行った
結果、次の点が明らかとなった。1 点目は、
充実した交流活動である。シニアスクールの
受講生は、その期間内で全学年の児童との交
流活動に参加しており、特に高学年の交流活
動では、児童が昔のくらしなどを知るために
受講生へ行うインタビューとともに、ものづ
くりやゲームが取り組まれていた。また、歌
や楽器演奏、プレゼントに加え、交流前の授
業参観も設定し、数少ない機会で様々なタイ
プの活動が工夫されていた。2 点目は、交流
活動の受け止めの違いが見られた点である。
交流活動に対して、教師は互恵的関係が成立
しているとしていたが、児童は、「一緒に遊
ぶこと」が「楽しい」としながら、「放課後
も遊ぶ」ことには消極的、「仲良くなる自信」
もそれほど強くない。また受講生にとっては、
交流活動で「教える」ことは、楽しかったり
するが、「教える」ことに自信がなかったり、
児童の手助けになっているかどうかが不安
であることがわかった。3 点目として、受講

生、児童ともに多くの科目、活動に対して
「一緒に学ぶ」ことを期待している点が挙
げられる。「科学実験」「料理」「ものづく
り」「合奏」「昔遊び（外）」を一緒に学ぶ
希望も見られ、具体的な活動の内容決定に
関して示唆的結果といえる。4 点目は、互
恵性（Reciprocity）を高める方策として
様々な意見が得られた点である。それは、
一方的な損得関係からの脱却であり、より
対等な関係の構築といえる。そのアイデア
として「行事・イベントに参加できるよう
にする」点は、児童、受講生に共通して肯
定的支持が認められた。しかし「学校と高
齢者施設」の併設に対しては、双方ともそ
れほど高い支持が得られず、「一緒に学習
することの制度的導入」についても児童、
受講生に意識のズレが予想された。 
 
⑶ 国外の学校視察：オハイオ州クリーブ
ランドにある The Intergenerational School
（以下 TIS と称する。生徒数 TIS 244 名
（約 250名）、平均 17名／クラス）・・・
Peter Whitehouse（TIS創設者）によれば、
TISは、地域コミュニティ・学習環境・相
互作用といった観点から検討しつつ、
Dissemination Granttisonline. （http:// 
www.org/approach/dissemination-grant/
）、Nationally-renowned educational 
model、J. Dewey School Curriculum等を
参考にしている。またオハイオ州のカリキ
ュラムに準じ、その範囲を教師が教える中
に、高齢者も参画するとしている。例えば、
歴史に関しては、高齢者がライフヒストリ
ーを話してリアリティを持たせているな
どが挙げられる。教職員からのボトムアッ
プも加え、他の施設との共同開発も検討し
ている。その効果としては、オハイオ州の
カリキュラムにない経験（高齢者理解）が
生徒の中に芽生えてきている。基本的には、
カリキュラムは、クラスの担任が決めるが、
一人ひとりの個人のニーズを捉えてプロ
グラム化している。学習への参加者は、保
護者以外の参加もあり、多世代の参加も認
めている。TIS 校長によれば、読み書きの
サポートに高齢者はよく来校するが、高齢
者が授業に参加して学ぶという交流はな
い。高齢者の参加は個人指導を含む open 
space を中心としたものになっている。大
学生のボランティアに関しては、必ずしも
教員になる学生が来るわけではないが、1
週間×2 回での参加で Community service 
component経由での参加が多い。 
 Jadson Park（ナーシングホームと高齢者
専用住宅の複合施設）における造形「ハロ
ウィーンの制作」（訪問活動）では、高齢
者は 8名が参加し、生徒 6-8 grade（11〜14



歳）は、約 50 名が加わっている。各テーブ
ルに高齢者１名、配置。教員 2名参加、ボラ
ンティア学生１名であった。具体的な活動内
容は、ハロウィーン用の作品を 2 種類作る。
なお、月１回で 3つの学校がローテーション
で活動。ホールでの活動もあったり、生徒の
人数によっては居室近くの open spaceを使用
し た り す る 場 合 も あ る 。 Lake Shore 
Intergenerational School（2014年開校）は、Ｋ
から２grade までの児童で縦割りのクラス編
成である。1クラス 16名で合計 7クラス 106
名在籍。授業時間は、理科・造形・音楽は 45
分であるが、読み書き・社会は 75 分となっ
ている。体育は毎日実施されており、音楽と
造形は隔日で交互に実施。週 5日制となって
いる。Near West Intergenerational School の訪
問では、 “Intergenerational Choir”（音楽療法
士の指導による合唱練習）が観られた。具体
的な活動は Semitone vocal exercises (Many 
mumbling mice)、 1-5 voice range exercises 
(double bubble gam)、call and response、The Lion 
sleeping tonightであった。対象児童 13名、参
観している保護者は 3〜4 名（高齢者１名を
含む）であった。 
 
⑷ 国内での実践・調査等 
○  熊本県益城郡M町にある老人社会福 
祉施設（以降、施設Mとする）の利用者（70
歳以上 10名程度）とその近隣に位置する M
町立 K小学校の第 1・2学年児童（43名）を
対象に 3〜5 場面に観察場面を焦点化し、そ
の中でどのような教科的な内容を含む活動
や互恵的な学びが見られたかについてエピ
ソード事例を挙げて考察した。その際、MI
（多重知能）理論（Gardner 1983）および互
恵性の考え方（ex. Norman 1997）を援用し、
分析にあたった。結果は、多様な知性ならび
にエントリーポイントを活用していた。特に
空間的、対人関係的、内省的知性を働かせ、
エントリーポイント：経験的(具体的な体験、
観察・実験を通す)、社会的（集団でやりと
りしたり、役割を果たしたりする）を活用し
ていた。 
○ 木を素材とした幼児と高齢者の世代間
交流活動（造形活動）では、次のような点が
明らかとなった。すなわち、5歳児（30名）、
福祉施設利用者（10名）による「額縁づくり」
（70分）において、木の素材に対する感覚の
共有および共同制作に交流が促される結果
となった。幼児から高齢者に対するかかわり
は、主に感覚や制作活動を共有する様相とし
て見られた。つまり、「つるつるになった」「イ
ルカみたいな形になった」「いいにおいだね」
などヒノキ（素材）の加工プロセスにおける
触覚や視覚、臭覚をはたらかせている姿や言
葉のやりとりがそれにあたる。他方、高齢者
から幼児へのかかわりとしては、それらの感
覚や活動の共有とともに、幼児の発言に対す

る承認や共感、あるいは「こうするんだ」
といったお手本を示すなどの言葉がけも
行われていた。 
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